







































































































































































































































　11名の性別の内訳は，女性が 6名，男性が 5名，世代は30代 1名，50代 2名，60代 4名，70代 3名，
















































































































写真 1　手づくりの灯ろう 写真 2　願いを書く
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さんが言っているのなら協力しようか」という話になったのです。知らない人から言われても「なん
やろ？」と思いますが知り合いだし頼みやすいし頼まれやすいというところはあります。
4― 4　灯ろう流しイベントの世話役に対する聞き取りのまとめ
　Mさんは根っからの地元の人である。幼少期から明神川と触れあったこともあり，明神川の様子
について鮮明に記憶しておられた。Mさんとの会話は途中から奥様も加わり有意義な時間となった。
　Mさんとの会話の中で印象に残ったのが「うちの町内には明神川がありますから」という言葉で
あった。子どもの頃から親しんできた川が意識の上で自己の領域の中にしっかりと位置づけられてい
ることがこの言葉からうかがえた。
　●触れる川から眺める川への転換
　Mさんの話から北葵の町内会では灯ろう流しを実施するまで魚つかみイベントを行っていたこと
がわかった。そこにはかつて明神川で魚を追いかけた興奮や楽しさを現代の子ども達に体験させてや
りたいとの大人達の思いがあったのだろう。
　魚つかみから灯ろう流しへのプログラムの転換は， 5～ 6年前からだという。どちらも川という空
間，いわゆる場を活用する行為であるが人の知覚という点からは大きな違いがある。
　魚つかみは人が川の中に身体を入れ肌で水と直接触れあう行為である。足の裏に伝わる川底の感覚，
足を動かすたびに感じる水圧，水の色や匂い，そして川の中から眺める護岸や周辺の町の風景は，数
十センチ高い道路から見える日常とは全く異なった風景として目に焼き付いただろう。はねる魚，逃
げる魚を追いかけて子ども達が川の中を動き回る行為はまさに五感をフルに活用した動的な活動であ
る。
　一方，灯ろう流しは川に浮かべた灯ろうを鑑賞する行為であり，五感の中でも視覚に比重をおいた
静的な活動である。暗闇の中，水に浮かぶほのかな灯りの揺らめきを見ながら幻想的な雰囲気に浸る
体験は，地蔵盆という宗教行事と相まって大人も子どもも深く静かに魂を揺さぶられるに違いない。
　この両者とも川が持つ場としての特性を存分に活用しているといえるが，触覚を主とする活動から
視覚を主とする活動へ大きく転換したともいえる。Mさんは灯ろう流しに変えた理由として「魚つ
かみが何年も続いていたことと灯ろうを玄関先に飾っておくだけではもったいないと感じていたこ
と」としているが，その深層には泥が堆積した川に子ども達を入れることへの抵抗感が少なからずあ
ったのではないかと推測する。
　年に一度，町内会で行っていた泥あげが中止されたのが十年ほど前，そして魚つかみから灯ろう流
しへの転換が 6～ 7年ほど前。そこには大人達が自らの皮膚を通して知覚しなくなった川に子ども達
を入れる事への不安感があったとするのは考えすぎだろうか。
　Mさんの子どもの頃，明神川は大変美しい水質の川であったという。底には今見られるような泥
は全く堆積しておらず小石がきらきらしていたという。明神川をまるごと身体で感じる体験を甦らせ
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るためには，触ってみたいと思えるような美しい水質を取り戻すことが最重要課題であろう。
　●上賀茂小学校のコミュニティが支えてきた明神川の保全
　Mさんとの会話でもう一つ印象に残った言葉がある。「知り合いから頼まれたら動く気になる
が・・」というひと言である。明神川がこれまで保全されてきた理由の一端を垣間見たような気がし
た。
　北葵の町内会では明神川の維持管理のために年に 1度，初夏に川掃除を行ってきた。先述した泥あ
げがその川掃除の事であるが，この掃除は昭和40年頃から始められ，10年ほど前に中止されるまでお
よそ30年近く続いてきたことになる。興味深いのは掃除を始めた理由である。当時明神川美化保存会
（昭和42年発足
6）
）会員の上賀茂の顔なじみの人から「上流部でも掃除に協力してもらえないだろう
か」と頼まれたことがきっかけだという。Mさんの世代の人は上賀茂小学校に通学しており，現在
の社家町界隈の同世代の人々と皆顔なじみである。そのため大人になってからも気がねせず様々なこ
とを頼んだり頼まれたりする人間関係ができているのだという。このような上賀茂小学校を核とする
人間関係が明神川保全の根底にあったのである。
　●新たなコミュニティによる保全の可能性
　しかし，長年続いてきた上流と下流を結ぶ上賀茂小学校のコミュニティは昭和54年に柊野が新たな
小学校区に分離されたことにより失われる。以後柊野の児童は上賀茂の児童とは別のコミュニティに
属することになった。したがってこの世代が地域の担い手となる時代にはMさんのような人間関係
を望むことはできない。
　新たに設立された柊野小学校は賀茂川を挟む両岸の地域を校区に持つ。ここに明神川の水源である
賀茂川を視野に取り込んだ意識の拡がりを新たな可能性として見いだすことができる。これまでのコ
ミュニティが失われた代わりに賀茂川を軸とした新たなコミュニティが生まれるのである。賀茂川を
強く意識する柊野の人々と上賀茂の人々がパートナーシップの元，明神川の保全について連携できる
日がやがて訪れることを期待したい。
5．結び
　これまで見てきたように過年度に実施した水辺空間構成の調査では不明確であった人と川との関わ
りが，沿川の居住者に直接話を聞くことによりその一端が明らかとなった。
　明神川上流域の住宅地における利活用の主体は他の流域に見られるような集団や組織ではなく，か
つても今も一人一人の生活者である。水のきれいな昭和20年代，顔を洗う，野菜を洗う，風呂の水を
汲む，洗濯をするなど個々人が生活の中で川を利用していた。また，それらの行為のほとんどが川岸
に一定時間滞留し続ける行為であったことから，そこに人が集まり賑やかな「場」が形成された。し
かし，水の汚れの進行と時を同じくし上水道が引かれると，それまで川で行っていた風呂の水くみや
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洗濯などの生活行為が住宅の内部で行われるようになる。当然のように川での営みは消えていった。
　現在は庭や道路の水まきなど水質のレベルがそれほど要求されない生活行為にのみ利用され続けて
いるが，これらの行為から「場」は生まれにくい。人が滞留する場でなくなった川岸は，そこに滞留
しやすく使いやすい場のかたちが工夫される必要性はなく，水路としての機能のみが顕在化していく。
やがて，川沿いの人々はその水路が何のために誰のために存在するのか改めて思い至ったとき，元来
農業用水としての水路であったことを認識する。この水路は我々のものではないのだと。そして川が
自己の領域であるという意識は薄れていく。
　このようにこの流域で明神川がたどるプロセスを想像すると川岸に場を復興することの重要性がは
っきりと見えてくる。幸いなことに北葵の町内会では灯ろう流しイベントを行って明神川沿いを
「場」として利用し続けている。昼間に実施される灯ろうの展示を見るために人は集まり一定時間滞
留する。このように場としての利用がなされると，いつしかその場を使いやすく心地よいものにした
いという意見が出され，それらの声が集まって少しずつ空間の改善へと意識が向かう。地域の環境と
は本来このように形成されるべきであろう。今後もこのように住民が川を共同で活用するイベントを
企画，実践する取り組みは大いに促進されるべきであり，行政にはそれらの取り組みを何らかの形で
支援することが求められる。
　また，このようなイベントや流域の動向は明神川流域全体で共有されることが望ましい。個別の流
域だけでは抱えきれない問題も，お互いに情報交換することで解決の糸口が見える場合がある。その
ためにはこれまで続いてきた上賀茂小学校のコミュニティを中心に，それぞれの流域の世話役や既存
の組織も組み込んだ新しい共同体を結成することが求められる。さらにそこに柊野小学校を核とする
コミュニティが加わり，賀茂川と賀茂川を水源とする明神川を保全するための集団へと発展させるこ
とが望ましい。
　人がつくった川は人が世話をし続ける必要がある。それを負担であると感じる現実も確かにあるが，
その負担を越えて余りある恵みも与えてくれる。自分の住む地域の歴史や文化，自然のありようを知
り，それらを謙虚な気持ちで享受しながら地域の環境と共に生きていくこと，それが個々人の真の精
神的な豊かさにつながることを忘れてはならない。
　最後に，このたびの調査に協力いただいた全ての方々に謝辞を申し上げます。
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